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こ挨拶
　　三才ヒ

講L一編騨
より充実の東北とカナダの交流へ

　東北日本カナダ協会が設立されて、今年で6年

目を迎えることとなりました。この間、会員の皆

様には多くのこ支援を頂き、この一年を振り返っ

ても、昨年は「音楽の夕べ』「クリスマスパーティ』

が実施され、会員の皆様との多面的な交流を図る

ことができました。また、今年に入ってからは、

1月にカナダ大使館よリドナルド・キャンベル駐

日大使が訪問されたのに引き続き、4月のエグル

トン国際貿易大臣の訪問など、主に東北とカナダ

との通商関係の充実に向けた活発な意見交換を実

施することができました。まさに当会とカナダと

の交流が、内外ともに盛んとなってきているとい

えるのではないでしょうか。この度、7月総会に

てB年度の活動計画が承認され、今後も当協会活

動の充実を図る所存でこさいます。

　また、今年は、設立5周年記念行事として「東

北日本カナダ協会主催カナダツアー」；を実施すべ

く、計画を進めております。

　本ツアーでは、日頃のカナダとの交流を生かし、

現地州・政府機関との交流などを実施するなど、

他のツアーとは違ったイベントを実施いたしま

す。もちろんナイヤガラの滝やカナディアンロッ

キーもご視察いただき、カナダの大自然のパノラ

マをこ堪能いただきます。

　どうかこの機会に会員の方のみならず、ご家族、

ご友人お誘いあわせの上こ参加下さい。

　今後とも一層のこ支援・ご協力の程よろしくお

願いいたします。

　　　　　交流を深めたひととき

平成8年度定時総会が開催

　7月24日、仙台市において東北カナダ協会の平成日年度

定時総会が開催されました。総会では、60名の出席の下、

当協会の明間会長が議長となり議事を進行し、平成8年度

も、より一層の友好親善に貢献するため、カナダツアー

をはじめ、講演会やセミナーの開催など積極的に事業を

展開することを決定して閉会いたしました。

　定時総会終了後、カナダ大使館の商務官鈴木富雄氏に

よる「カナダの自然と観光」と題した講演が行われ、10

月の「カナダツアー」実施にあたり、今回のツアーの見

どころをはじめ、文化・歴史などをユーモアをふんだん

に交えながら、お話しされました。出席者は熱心にメモ

を取り始め、講演終了後には早速、申込みされる方も現

れるなど、カナダツアーに対する期待がうかがわれまし

た。

　恒例の懇談パーティでは、新規会員の方々も数多く出

席され、会員同士の交流を深めていました。

▲とても役に立一た錦木氏の講演
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　　　ご存知でしたか、

　　　7月1日カナダ・デーを

　7月1日は、カナダ連邦が誕生した［1です．1867

年7月1日にカナダが建「日されて、今年で129年II

になりました。

　ところで、　日本は建I　EI記念l　Iが全I　l／l的な休日

となっておりますが、カナダの場合、ケベック

州はこの日を休日にしておりません。この理由：

1一ま、ケベッタが1759｛rに英llll㌔li！に敗れたためで、

このllの代わりに6月24Hを休Hにしているた
めです。お匡「事情も様セで’すね。



カナダと東北の交流拡大を目指して

カナダ貿易大臣来社
　　カナダ製品の貿易拡大を目指して
「メイド・イン・カナダ・プロダクツフェア」開催

　4月21日、カナダ名誉通商代表を務める明間会長は、

神戸で開催された四極通商会議（カナダー米国一EU一

日本）後に仙台を訪問されたカナダのエグルトン国際貿

易大臣との会談を行いました。大臣にはキャンベル駐日

カナダ大使も同行されました。

　会長と面談された同大臣は、冒頭「カナダは日本を重

要な貿易のパートナーとみており、今後は、エネルギー

分野ばかりでなく、輸入住宅資材や製品などの輸入を拡

大していきたい」と抱負を語りました。

　これに対して明間会長は、東北電力の担当課長時代か

らのカナダとのゆかりに触れ、カナダの自然や人情味あ

ふれるカナダ人のお人柄について話されました。また、

今後も、名誉通商代表として尽力される抱負を述べ、終

始和やかな懇談となりました。

　その後、大臣は会長を交えた在仙のビジネスリーダー

の方々と懇談をされ、翌22日にはカナダ輸入住宅のオー

プニングtzレモ二一に参加され、カナダの輸入木材の促

進PRを呼びかけております。

　カナダ輸入住宅は、当協会会員のセルコホーム社が取

つ扱いでも群を抜いており、品質・価格面での魅力に加

え、利用者の反響が加わると、需要がますます増加して

いくものとみられます。

　なお、明間名誉通商代表は、大臣との懇談に先だって、

3月には、札幌、広島の名誉通商代表の方々とともに、

大使をはじめとするカナダ大使館の関係者との間で円卓

会議に参加し、日本とカナダ両国の貿易促進・交流拡大

のために活発な意見交換をされております。

強
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▲和やかに懇談される明問会長とエグルトン大臣・キャンペル大使〔向って左からZ人目より｝

　カナダ大使館は3月12日、日本貿易振興会・仙台貿易

情報センターと共催で、カナダの一般消費財（食品を除

く）を中心とする同フェアを開催いたしました。

　このフェアは、輸入業者を中心とする流通業に携わる

企業の方々を対象に行われたもので、カナダの50社以上

のメーカー、および輸出商社の商品100点あまり（インテ

リア小物、アパレル製品、木製／皮製小物など）が展示さ

れました。展示商品のほとんどが、今回初めて日本に紹

介されたもので、大使館の担当官が直接商品の説明にあ

たり、輸入に関するサポートを行いました。

　当日は多くの関係者が来場し、新たな輸入商品開拓の

ため熱心に説明に聞き入っていました。
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▲会場となった商工会餓所
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LETTERS　TO
　　　MAPLE

猫のカルチャーショック
　　　　　個人会員倉成　正也

　ニューヨークに住んでいた時、仲良くしていた家に、

「タバサ」という、当時人気のテレビドラマ「奥様は魔

女」の女主人公と同じ名前の猫がいた。気の荒いメス

猫だったが、飼い主が留守の時には、私が食事の世

話を頼まれたりしたので、お腹がすいた時にはこちらの

気を引いたりしていた、帰国してから友人からもらった

猫の名前は、当然のように「タパサ」になった。この猫は

オスであったが。成長してからは夜毎に遊びに出、喧

嘩をし、小鳥を捕まえて、恋もした。耳に残った傷痕は

男の勲章だった。

　今度はトロントに駐在することになったが、「タバサ」

を置いていく訳にはいかなかった。トロントに着くや、冒

険心旺盛な彼は、さっそく近所の探検に出かけた。とこ

ろがいつもの彼に似合わず、す二すンと戻ってきてしま

った。そして、その後は外に出ようとしない。近所の猫共

がうちの庭を我が物顔に闊歩しているのを見ているだ

けである。三週間近くも続いたろうか、その問に自分が

まるっきり違う世界に来た事を本能で察したようだっ

た。一歩また一歩外に出始めた。相変わらず英旛圏の

猫からは新米猫としていじめられてるようだったが、だ

んだん外にいる時間が長くなり、一ヶ月を過ざる頃に

は、なかなか帰ってこなくなったのだ。彼は見事に近所

の猫達を制圧して親分になっていた。最初に受けたカ

ルチャーショックをようやく克服し、「英語」にも慣れた

「タバサ」の姿があった。

乙
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カナディアンスキーのすすめ
　　　　　個人会員　尾張　　1告日召

　「Seymour　Ski　Country」…この言葉を知っていれば

結構な物ナダ好き㌔もし行ったことがあれば、かなりの

’カナダ通’といっていいかもしれない、

　バンクーバーのダウンタウンから車で30分、
「Vancouver『s　FamiIy　Mountain」と呼ばれ、地元の家

族連れでにぎわうスキー場。ポクはこ二でインストラクタ

ーとして働いていたことがある。

　二こは日本ではほとんど知られていないが、バンクー

バーではとても有名諾いうのも、過去3D年もの問、地

元の小・中・高校生にとっての「冬の体育の授業の場J

として利用されているのである。多い時で200人を超え

る子どもたちがスクールバスで唾登って尺る．彼らをレ

ベル毎に10人1グループにまとめ．一人のインストラクタ

ーが担当する。ボクもその一人として教えていた一とい

うより常格闘！’していた。

　カナダの子どもたちの印象としては、とにかく「元気」

・・ ｱの一言につきる。インストラクターが先頭になって、

一列で降りてくるのだが、後ろを振り返るとたいてい～

～3人が“蒸発γしていたりする。昼食は一緒に食べ
ることになっているのだが、。1・と目を離すと、いつの問

にかポクのランチが減っていたりする．なんとも「やんち

ゃ」で「おてんば」ではあるが、それが明るくてなんとも

頼もしいかぎりなのである。一応教える立場ではあった

が、本当はポクが子どもたちに「教えてもらう」ことのほ

うが断然多かったような気がする．彼らはスポーツを

串楽しむ℃とにかけては、うらやましいほどに卓上手ゆな

のだ。

　ウイスラーマウンテンやカナディアンロッキーも良い

けれど、一度「Seymour」を訪れてみては？カナダの素

顔にふれる素晴らしい機会になるはずです。

THE　PRESERVATION　OF
CANADIAN　SOCIETY
　　　個人会員　Rennie　Zegalski

　Recently，Cヨnada　was　faced　with　one　of　the　most

decisi｝e　moments　in　its　short　history，La5t　October
thepeopIeofQuebecwereaskedtodecidewhether

their　provincial　govemme口t　should　seek　to　separate

from　the　rest　of　Ca口ada、

　A　few　years　ago，I　was　fo吐unate　enough　to　attend

a　sma”seminar　hosted　by　a　Quebec－appointed
member　of　the　Canadian　Senate．It　was　a　unique

oppo吐uniすformeastheSenatorspokeopenIyabout
thereasonsforQuebecseekinglndependence．I
remember　it　was　difficult　for　me　to　completely

understand　hls　feeIings　but　I　did　reaIize　it　was　an

lssueveryolosetotheheartofQuebecers．Theyare
passionate　in　their　desire　for　freedom　to　promote

their　Ianguage　and　cuIture　and　prese四e　what　has

becomeauniqロesOCletyinthewOrld．

　I　beIieサe　it　is　also　important　to　point　oロt　that

Canada　itself　ls　unlque　in　ib　muIticuIturaI　make・up

and　sho吐existence．However，in　the　Iast　few　year3

especiaIIy，　I　have　口oticed　a　marked　change　in　the

conneαion　　Canadians　　have　　shown　　for　　their

”homeland”　culture．　lt　is　unfortunate　that　Canada

seems　to　be　sIowly　Iosin区its　special　fIavour、As　the

nextcenturyapproache5，akeyphrasewiII　be”gIobaI
communication”or　ugbbヨIizatioバ・the　oDIlection　of

smaII　communities　fロrming　i口toロne　homogeneous，

inter・cOnneCted　mass．

　I　thi口k　mD5t　Japanese　peoPヒe　can　relate　to　the

feeIngs　of　Quebecers　in　wanting　to　preserve　their

identitiy　from　an　encroachlng　gbbaI　community．On

numerous　occasio口s，I　havewitnessedJapanese
peopIe　denouncing　the　changes　occuring　within
」apanese　socle1y・especiaIIy　with　the　you口ger

generation．ForthesepeopIe，theoptionofcIosingoff

JapantotherestoftheworId　andkeepingtraditionaI
cロstom5，is　an　impossibIe　dream、However，for　the

people　of　Quebec，in　their　minds，the　dream　of

preservingtheirsDcietyisonlyone　refere口dum　away、

　Let－shopeCanadaandQuebeccanre301vethis
conf巨ct　and　keep　our　wonderful¢ou口try　to匹ether・！

［INFORMATION］

ナイアガラとカナディアンロッキー
　　　　　　　　　　　　8日間の旅

　カナダ協会では、設疏5周年を記念して、カナダツアーを企
1直1しましたD

　本ツアーは、カナダの自然に触れることはもちろん、州・政

府機関との交流も組み込み、他のツアーにないイベントをチ定

しております、

　会員の方はもちろん、ご家族・お友達をお誘い合わせのし、

皆様のご参加をお待ちしております．

こ旅行期日／平成B年10月5日けO－12日仕）

募集人員／40名様（最少催行人員30名様）

こ旅行代金／会員　279．000円

　　　　　　非会員2日9，000円

食事／全食事付き

添乗員同行

旅行日程
1日目／成田空港より空路シカゴ経由トロントヘ

2日目／ナイアガラフォールズ観光

3日目／トロント市内及び近郊観光、在加団体と交流パーティー

4日目／空路カンガリー経由パンフヘ

5日目／カナディアンロッキーとコロンビア大氷原観光

6日目／空路バンクーバー到着後市内観光

7日目／空路帰国の旅へ

8日目／成田到着後、解散

◎Letters　to　Maple（メイプルヘ
　のお便り）欄にお便り募集

メイプルにおたよりをお寄せ下さい。

カナダに関することならなんでも結構

です。おハガキ、封書またはFAXで、

当協会宛にお送り下さい。
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